
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○１リットルの天ぷら油を精製するのに 
（薬品代） 
メタノール、水酸化カリ・・・経費￥４３ 

 （グリセリン処理費） 
処理費＋運搬費など・・・・・経費￥２５ 

 （電気代など）   ・・・・・数円～１０数円 
経費合計・・・・・ ￥７０～￥８０ 

（装置の購入費などの初期費用、回収の費用を除く） 

天ぷら油で車が走る！？ 

民主党県会・市会政策協議会の「環境部会」において、伊丹市の「廃
食用油再生燃料化事業」の視察にいってきました。伊丹市では、家庭か
ら出る使用済みの天ぷら油を回収して、バイオディーゼル燃料として精
製する取り組みが行われています。 
Ｈ１１年からの取り組みと実績は古く、経験上からもいろいろと試行
錯誤が行われてきているようです。１９万人の伊丹市で、年間２．５万
リットルの廃食油が回収され、ほぼ同量のディーゼル油が生成され、回
収車の１／４の燃料を賄っています。 
廃食油専用の回収車が３台あり、市役所・支所、集合住宅、公的機関
などを対象として専用容器を設置したり、貸与して回収されています。 
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この行程を２回行うことで、精製油の品質が向上
し、車のトラブルが激減したそうです。 

  ～これからの課題～ 
○原料の廃食油を、いかに多く、いかに

効率的に回収できるか。 

○粘性が高いため、車のトラブル（目詰

まり）が起きやすい。 

○粘性を良くするため、軽油を少し混ぜ

ると、軽油引取税が加わってしまう。 

○途中でグリセリンができるが、商品に

はできない。処理費がかかる。いい利

用法がないか。 

ごみ回収車の燃料
として使用 

皆さん、グリセリンのいい活
用方法、ないですか？ 

廃食油①が、途中行程②、③を経

て精製油④になります。 

排ガスによる公害で悩まされてきた日本では、ディーゼル
車への排ガス規制が世界一厳しいと言われています。ディー
ゼル車も、この規制に適応できるようエンジンの改良が進め
られてきました。廃食油ディーゼル油を、新しいエンジンに
用いるためには、粘性の問題で車会社が保守を約束できない
など、大きな課題にも直面していますが、２度処理によって
トラブルがなくなるなど、ノウハウもできてきているようで
す。ディーゼルは CO２排出量が２，３割少ないとも言われ
ており、社会全体で考えていく必要があります。 

１ℓ￥１１０くらいの軽油ですが、そのうち、￥３２．１は、軽油
引取税が課せられたものです。軽油を混ぜると粘性が良くなります
が、その分、軽油引取税がかかってしまいます。廃食油ディーゼル
油は、１００％であれば税がかかりません。伊丹の例では、試行錯
誤の結果、薬品処理を２回行うことで、精製油の品質を向上できる
ことに至りました。 




